
相　
　

談

　

行　

政　

相　

談

　

行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

〈
木
造
会
場
〉

●
６
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮
10
時
〜
14
時

▽
市
役
所
２
階
相
談
室

　

連
絡
先 

市
民
課
（
内
線
２
６
６
）

〈
森
田
会
場
〉

● 

６
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時
▽
森
田
公

民
館

　

行
政
相
談
委
員　

佐
藤
朋
子 

氏

電
話
26

－

２
３
７
０

〈
稲
垣
会
場
〉

● 

６
月
22
日
㈬
10
時
〜
15
時
▽
稲
垣
公

民
館

　

行
政
相
談
委
員 

佐
々
木
富
雄 

氏

電
話
46

－

２
９
６
１

〈
車
力
会
場
〉

● 

６
月
24
日
㈮
10
時
〜
15
時
▽
む
ら
お

こ
し
拠
点
館
「
フ
ラ
ッ
ト
」
※
事
前

に
電
話
69

－

５
２
１
５
で
確
認
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員　

鳴
海　

久 

氏

電
話
56

－
３
５
１
４

　

人　

権　

相　

談

　

家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
の
い
じ
め

や
虐
待
、
隣
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
木
造
会
場
〉

●
６
月
１
日
㈬
10
時
〜
15
時
▽
松
の
館

〈
森
田
会
場
〉

● 

６
月
３
日
㈮
10
時
〜
15
時
▽
森
田
公

民
館

〈
稲
垣
会
場
〉

● 
６
月
８
日
㈬
10
時
〜
15
時
▽
稲
垣
公

民
館

〈
車
力
会
場
〉

● 

６
月
６
日
㈪
10
時
〜
15
時
▽
車
力
ふ

れ
あ
い
会
館

問 

市
民
課 （
内
線
２
６
５
）

 

登
記
相
談
ご
利
用
の
皆
様
へ 

　

青
森
地
方
法
務
局
で
は
、
お
客
様
を

長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
登
記
相
談
を
予
約
制
に
よ
り
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約
を
し
て

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
20
分
以
内
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

予
約
さ
れ
て
い
な
い
お
客
様
に
は
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。

● 

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

は
除
く
）
９
時
〜
11
時
30
分
、
14
時

〜
16
時
30
分

問 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

電
話
34

－

２
３
３
０

　

こ 

こ 

ろ 

の 

相 

談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
に
つ
い
て
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

眠
れ
な
い
、
心
が
重
い
、
や
る
気
が

起
き
な
い
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な

ど
の
病
気
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
保
健
師
に
よ
る
相
談

　

 

５
月
24
日
㈫
、
６
月
15
日
㈬
10
時
〜

15
時

●
場
所
▽
健
康
推
進
課
相
談
コ
ー
ナ
ー

※ 

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
別

の
日
で
も
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

健
康
推
進
課(

内
線
３
０
６)

　

労　

働　

相　

談

　

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に

生
じ
た
労
働
問
題
（
解
雇
・
賃
金
引
き

下
げ
・
長
時
間
労
働
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
）

に
つ
い
て
、
青
森
県
労
働
員
会
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 
日
時
▽
６
月
７
日
㈫
13
時
30
分
〜
15

時
● 

場
所
▽
み
ど
り
や
ビ
ル
７
階
（
青
森

市
長
島
二
丁
目
１
番
５
号
）　　
　

●
対
象
者
▽
県
内
の
労
働
者
、
事
業
主

●
相
談
員
▽
青
森
県
労
働
委
員
会
委
員

●
費
用
▽
無
料

問 

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

電
話
０
１
７

－

７
３
４

－

９
８
３
２

献　
　

血

 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

● 

６
月
５
日
㈰
10
時
〜
11
時
45
分
、
13

時
〜
16
時
30
分
▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ

が
る
柏

問 

健
康
推
進
課
（
内
線
３
０
９
）

税

 

許
し
ま
せ
ん
！
不
正
軽
油

　

不
正
軽
油
の
製
造
、
販
売
お
よ
び
使

用
等
は
脱
税
行
為
で
あ
り
、
罰
則
と
し

て
、
10
年
以
下
の
懲
役
や
３
億
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
不
正
軽
油
は
適
正
な
納
税
秩

序
を
阻
害
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
環
境

破
壊
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
不
正
軽
油
に
関
す
る
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
西
北
地
域
県
民
局

県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○ 

不
審
な
施
設
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が

頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
る
。

○ 

著
し
く
廉
価
な
軽
油
を
売
り
込
み
に

来
た
。

○ 

自
動
車
の
燃
料
に
灯
油
や
重
油
を
使

用
し
て
い
る
。

問 

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

　

電
話
34

－

２
１
１
１(

内
線
２
０
８)

 

家
屋
に
係
る
届
出
に
つ
い
て

● 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
滅
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
滅
失
登

記
を
し
た
場
合
は
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）

● 

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
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と
き
は
、
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
両
者
の
実
印
押
印
と
印
鑑
証
明
書

が
必
要
）

※ 

届
出
用
紙
は
と
も
に
税
務
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

● 

家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
て
ま
だ
市

の
調
査
を
受
け
て
い
な
い
方
も
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
内
線
２
１
１
）

募　
　

集

　

森
田
公
民
館
公
開
講
座

●
日
時
▽
６
月
４
日
㈯
14
時

●
場
所
▽
森
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
演
題
▽
「
世
界
遺
産
と
縄
文
文
化
」

●
講
師
▽
弘
前
縄
文
の
会

会
長　

今
井
二
三
夫　

氏

※
無
料
。
申
込
不
要

問 

森
田
公
民
館 

電
話
26

－

２
５
６
６

 

つ
が
る
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

 

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

会
員
募
集

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
参
加
人
口
の

拡
大
を
目
指
し
て
、通
年
に
わ
た
り「
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

●
対
象
者
▽
小
学
生
男
女

● 

活
動
▽
毎
週
（
月
・
金
）
17
時
〜
19
時
、

㈬
17
時
〜
20
時
、
㈯
13
時
〜
17
時

●
場
所
▽
木
造
体
育
セ
ン
タ
ー

● 

指
導
者
▽
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会

員
問
（
女
子
担
当
指
導
者
）
木
津

電
話
０
９
０

－

２
７
９
４

－

８
９
２
７

　
（
男
子
担
当
指
導
者
）
倉
光

電
話
０
９
０

－

２
３
６
２

－

２
１
３
９

　

被
害
者
支
援
活
動
員

　

第
７
期
生
募
集

　

公
益
財
団
法
人
あ
お
も
り
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
、
交
通
事
故
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
方
や
そ
の
ご
家
族
、

ご
遺
族
に
、
各
種
の
支
援
を
行
う
民
間

の
被
害
者
支
援
団
体
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
平
成
19
年
に
設
立
さ
れ
、

現
在
31
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が

被
害
者
支
援
活
動
員
と
し
て
電
話
相
談

活
動
・
直
接
的
支
援
活
動
・
広
報
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
私

達
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
応
募
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

公
益
財
団
法
人
あ
お
も
り
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー(

青
森
市
中
央
3-

20-

30)

電
話
０
１
７

－

７
１
８

－
２
０
８
５

 

つ
が
る
市
認
定
農
業
者
協
議
会

 

会
員
募
集

　

こ
の
会
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
く
認
定
農
業
者
お
よ
び
認

定
志
向
農
業
者
・
中
核
的
農
業
者
が
、

経
営
感
覚
に
優
れ
た
農
業
経
営
体
（
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
体
）
を

目
指
し
農
業
経
営
規
模
拡
大
、
生
産
方

式
・
経
営
管
理
の
合
理
化
、
農
業
従
事

態
様
の
改
善
な
ど
の
農
業
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
各
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
志
向
農
業

者
、
ま
た
こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
す
る

農
業
者
及
び
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
年
会
費
▽
三
千
円

● 

主
な
事
業
▽
県
内
外
の
先
進
地
視
察

研
修
、
農
業
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
を
招
い
て
の
研
修
会

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

農
林
水
産
課
（
内
線
４
１
２
）

そ
の
他

 

中
小
企
業
借
入
資
金
に
係
る

 

信
用
保
証
料
助
成

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中

小
企
業
の
借
入
に
伴
う
費
用
に
対
し
助

成
を
行
い
ま
す
。

　

県
が
実
施
す
る
特
別
保
証
融
資
制
度

の
資
金
を
利
用
す
る
中
小
企
業
に
対
し
、

融
資
を
受
け
る
際
に
伴
う
信
用
保
証
料

の
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

（
上
限
20
万
円
）

　

な
お
、「
未
来
を
変
え
る
挑
戦
資
金
」

の
う
ち
、「
県
内
で
中
小
企
業
者
と
し

て
創
業
す
る
事
業
」
に
該
当
す
る
場
合

は
、
上
限
30
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
た
は
市

内
の
各
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 
商
工
観
光
課
（
内
線
４
３
１
）

 

前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
日
お
よ
び
会
場

○
６
月
25
日
㈯
▽
弘
前
市

○
７
月
３
日
㈰
▽
青
森
市

●
願
書
受
付
期
間

○ 

電
子
申
請
▽
５
月
13
日
㈮
〜
５
月
24

日
㈫

○ 

書
面
申
請
▽
５
月
16
日
㈪
〜
５
月
27

日
㈮

問 

つ
が
る
市
消
防
本
部
予
防
課

　

電
話
42

－

７
７
４
４

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
青
森
県
支
部

　

電
話
０
１
７

－

７
２
２

－

１
９
０
２
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市税等は納期内に納めましょう
「軽自動車税」全期　　
「固定資産税」第１期
「住宅使用料」　　　　　
「公共下水道使用料」
「農業集落排水処理施設使用料」
「利用者負担額(保育料)」
 の納期限となっています。

　市税等を口座振替で納付いただいている方は、納期
限までに口座残高の確認をお願いします。

5月
は

熊本地震義援金募集
～皆さまのご支援をお待ちしております～

　市では、熊本地震で被災された方々の生活を支援するため、義援
金を募集します。
義援金箱設置場所
　市役所（1階ロビー）
　つがる出張所・稲垣出張所
　車力出張所・松の館
募集期間　7月22日(金)まで
【問い合わせ先】総務課（内線342）



　

こ
の
コ
ラ
ム
を
作
成

し
て
い
る
と
き
に
、「
言

葉
に
は
も
の
す
ご
い
力

が
あ
る
ん
だ
な
」
と

よ
く
思
い
ま
す
。「
言

葉
」
と
い
う
の
は
人
間

に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら

れ
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な
言
葉
を
ど
の
よ
う
な
時

に
使
う
の
か
は
、
話
し
て
い
る
人
次
第
で
す
。
そ

れ
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
言
葉
が
人
間
に

よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
実

は
人
間
も
言
葉
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
が
そ

の
言
葉
を
作
っ
た
文
化
や
歴
史
を
反
映
し
て
い
る

と
と
も
に
、
そ
の
言
葉
自
体
が
使
う
人
の
気
持
ち

や
考
え
方
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

よ
く
感
じ
ま
す
。

　

今
月
号
の
コ
ラ
ム
で
は
、
言
語
の
ひ
と
つ
の
表

現
で
あ
る
「
こ
と
わ
ざ
」
に
つ
い
て
お
話
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
て
も
短
く
て
シ
ン
プ
ル
な
文
の
中
に
、
そ
の

言
葉
を
話
す
人
た
ち
の
知
識
、
文
化
、
教
訓
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語
の

こ
と
わ
ざ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
英
語
を
話
し
た
先

人
た
ち
が
、
何
を
感
じ
、
何
を
想
っ
た
の
か
・
・
・

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

英
語
な
ら
で
は
の
面
白
い
表
現
や
、
日
本
語
の
こ

と
わ
ざ
と
す
ご
く
近
い
も
の
ま
で
様
々
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
二
つ
の
例
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
に
関
係
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

歴
史
か
ら
言
語
ま
で
全
て
が
違
う
国
は
、
同
じ

こ
と
わ
ざ
が
あ
り
そ
う
に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
日
本
語
と
英
語
の
間
に
は
、
全
く
一

緒
の
こ
と
わ
ざ
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、「
一
石
二
鳥
」
が
代
表
と
し
て
あ
り
ま
す
。
英

語
で
は
「K

ill tw
o birds w

ith one stone

」

と
言
い
、
一
つ
の
事
を
し
て
、
二
つ
の
成
果
を
得

る
と
い
う
意
味
も
同
じ
で
す
。
独
立
し
て
発
展
し

て
き
た
異
な
る
文
化
の
間
で
も
、
同
じ
こ
と
わ
ざ

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
同
じ
人
間
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
概
念
と
し
て
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す

が
、
何
が
由
来
に
な
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
意
味

が
微
妙
に
変
わ
っ
た
り
、
ど
こ
の
国
の
も
の
か
が

す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
私
が
日

本
で
生
活
し
て
い
る
中
で
、
た
ま
に
こ
う
い
っ
た

こ
と
わ
ざ
を
耳
に
し
ま
す
「
覆
水
盆
に
返
ら
ず
」。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
た
ら
、「
一
度
起

き
て
し
ま
っ
た
事
は
け
っ
し
て
元
に
戻
す
事
は
出

来
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

英
語
に
も
似
た
こ
と
わ
ざ
「N

o use crying 
over spilled m

ilk

」（「
こ
ぼ
れ
た
ミ
ル
ク
を
見

て
泣
い
て
も
無
駄
だ
」）
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の

こ
と
わ
ざ
に
比
べ
る
と
、
水
じ
ゃ
な
く
て
牛
乳
に

な
っ
て
い
ま
す
。
西
洋
感
が
た
っ
ぷ
り
で
す
ね
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
て
み
た

ら
、
日
本
語
の
「
覆
水
盆
」
の
こ
と
わ
ざ
に
は
、

も
う
一
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
一
度
別
れ
た
夫
婦
の
仲
は

元
ど
お
り
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
由
来
は
中
国
の
昔
の
話
に
あ
る
ら
し
い
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
と
ら
え
方
は
ア
メ
リ
カ

に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
わ
ざ

は
「
泣
い
て
も
元
に
戻
ら
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
の

こ
と
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
前
向
き
な
意
味
合
い

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
類
似
し
て
い
る

こ
と
わ
ざ
で
も
、
国
の
風
習
や
歴
史
の
背
景
に

よ
っ
て
意
味
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
っ
た
り
、
決

し
て
同
じ
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
ね
。

　

国
際
交
流
の
話
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
他

の
国
の
人
に
比
べ
て
困
る
ほ
ど
前
向
き
だ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
先
ほ

ど
の
例
の
他
に
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
表
現
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
楽
観

的
な
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
前
向
き
な

傾
向
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
に
由
来
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
と
同
様
に
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
表
現
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
が
ま

す
ま
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
ど
う
い
う
風
に
言
葉
を
使
っ
て
い
る
か
、
身

の
回
り
の
言
葉
に
ど
う
影
響
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

「
こ
と
わ
ざ
」

国
際
交
流
員　

ス
ト
リ
ン
ズ
・
イ
ン
ガ　

タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
〜
Ｄ
の
文

字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

ヒ 

ン
ト　

新
た
に
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
の
、
つ

が
る
市
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
。

第
2
次
つ
が
る
市
〇
〇
〇
〇
計
画

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合は保護者名も記
入）、年齢、広報つがるに対するご意見などを書き添えてお送りくださ
い。正解者の中から抽選で５名の方に、「つがーるちゃんトートバッグ
＆シール」をプレゼントします。（５月25日締切　※当日消印有効）
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所　秘書広報課まで

４月号の答えは
「ハルマツリ」でした。
25名様より応募していただきまし
た。当選者は次のとおりです。
〔敬称略〕
石岡弘子（木造）、江良柊吾（木造）、
葛西金光（森田町）、齊藤哲子（木
造）、成田富貴（柏）

【
タ
テ
の
問
題
】

１
．
５
月
の
第
2
日
曜
日
、母
へ
感
謝
を
表
す
日
。

２
．
自
分
の
考
え
を
相
手
に
示
す
事
。
〇
〇
表
示

３
．
月
の
表
面
に
あ
る
山
や
窪
み
の
こ
と

４
． 

青
森
県
の
木
は
ひ
ば
。
つ
が
る
市
の
木
は
〇
〇
〇

〇

５
．
〇
〇
と
杵
で
餅
を
つ
く

６
． 

辛
抱
し
て
続
け
れ
ば
、い
つ
か
は
成
し
遂
げ
ら
れ
る

こ
と
。
〇
〇
〇
〇
〇
に
も
三
年

10
． 

平
安
時
代
の
女
流
歌
人
で
枕
草
子
の
作
者
。
清
少

〇
〇
〇

11
．
電
圧
の
単
位
。
記
号
は
Ｖ

12
． 

失
敗
し
た
と
思
っ
た
こ
と
が
、意
外
に
も
良
い
結
果

に
な
る
事
。
怪
我
の
〇
〇
〇
〇
〇

15
． 

お
金
に
関
す
る
運
勢
。
風
水
で
〇
〇
〇
〇
を
上
げ

る

16
．
原
子
番
号
１
、元
素
記
号
は
Ｈ

18
．
草
木
も
眠
る
〇
〇
三
つ
時

19
． 

縄
文
時
代
に
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
た
、粘
土
を
焼

成
し
て
作
っ
た
素
焼
き
の
容
器
。
表
面
に
縄
文
文

様
の
あ
る
縄
文
〇
〇

21
． 

あ
る
こ
と
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、我
を
忘
れ
て
行
動

す
る
こ
と
。
〇
〇
夢
中

【
ヨ
コ
の
問
題
】

１
． 

五
・
七
・
五
の
17
音
か
ら
な
る
定
型
詩
で
、自
然
の

風
物
、人
物
を
よ
む
短
詩
。

４
．
平
安
前
期
の
真
言
宗
の
僧
。
弘
法
大
師
。

７
． 

身
命
を
懸
け
た
友
情
の
美
し
さ
を
描
い
た
、太
宰
治

の
短
編
小
説
。

８
．
主
に
焼
き
肉
で
食
べ
ら
れ
る
。
牛
の
胃
。

９
． 

じ
っ
と
ひ
な
た
で
、太
陽
光
を
受
け
て
身
体
を
温
め

る
こ
と

13
． 

サ
ッ
カ
ー
で
、ゴ
ー
ル
前
で
守
る
人
。
〇
〇
〇
キ
ー

パ
ー

14
． 

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
、情
景
が
浮
き
出
す
よ
う
に

描
い
た
浮
世
絵
や
銅
版
画
。

16
．
長
さ
の
単
位
。
1
尺
の
10
分
の
１

17
． 

へ
び
や
く
ま
な
ど
、活
動
を
ほ
と
ん
ど
停
止
し
た
ま

ま
で
冬
を
す
ご
す
こ
と

20
． 

国
分
寺
・
東
大
寺
の
建
立
、大
仏
を
造
立
し
た
奈
良

時
代
の
天
皇
。
〇
〇
〇
〇
天
皇

22
． 

相
撲
で
、つ
ま
先
立
ち
で
腰
を
下
ろ
し
、十
分
ひ
ざ

を
開
き
、上
体
を
正
し
た
姿
勢
。

23
． 

給
排
水
、灌
漑
、船
舶
の
航
行
な
ど
の
た
め
に
、陸
地

を
掘
り
開
い
て
つ
く
っ
た
人
工
の
水
路
。

1 2 3 4 5 6

7

8

9 10 11 12

13 14 15

16 17 18

19 20 21

22 23
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D

B

A

E

C

ゴ ル フ マ マ ゴ ト
ー ロ ケ ツ ト オ
ル ス バ ン メ ク リ
デ シ ヤ ミ リ ヤ
ン ハ ク シ ユ ン
ツ ナ ン ヤ セ

マ チ ウ ケ ヒ マ
ゴ タ チ ハ バ ト ビ
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※このページは有料掲載になっています。
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社協の情報コーナー　リサイクルバザー
開設日時：平成28年6月12日（日）午前9:30～午後2:00
会　　場：しゃこちゃん温泉前（テントを設営して屋外で行います。）
内　　容：社協に寄付して頂いた物品の販売
　　　　　※ バザーの収益金は当会の各種地域福祉事業に有意義に使わせていただきます。ご家庭に不要な

衣類、食器類、タオル等がございましたらご寄付くださるようお願いいたします。
【問い合わせ先】　つがる市社会福祉協議会木造支所　電話42-4660（担当　盛・長谷川）

生きがい活動支援通所事業のご利用について（高齢者福祉サービス事業②)
　生きがい活動支援通所事業は、地域のデイサービス施設を利用して、日常動作訓練や趣味活動を通して要
介護状態への進行を予防する事業です。また、介護している家族の負担軽減も図っています。
【利用対象者】介護保険で非該当と判定された方で、自立しているが家に閉じこもりがちな65歳以上の高齢者
【利 用 回 数】概ね週１回
【利用者負担額】１，０００円／回（週１回）
　サービスについて、利用してみたい、聞いてみたいと思ったら、最寄りの在宅介護支援センター又はつが
る市地域包括支援センターにご相談ください。

　◇木造在宅介護支援センター　　 電話42－4660　　 ◇森田在宅介護支援センター　　 電話49－7005
　◇稲垣在宅介護支援センター　　 電話46－2902　 　◇車力在宅介護支援センター　　 電話56－3000
　◇つがる市地域包括支援センター 電話69－7117

法律相談を開催しています
　～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等

お一人で悩んでいませんか？～　
期　日：平成28年6月8日(水)〈毎月第２水曜日〉
時　間：午後１時から４時まで
場　所：つがる市社会福祉協議会「相談室」
料　金：無料
※相談は予約が必要です。
※また、都合により期日が変更に
　なる場合もありますので、事前
　にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　つがる市社会福祉協議会木造支所（電話42-4660）

　お楽しみミニ湯治の会
　　６月の開催は下記のとおりです。

６月 対象地区
22日(水) 木造地区・越水地区・出来島地区
23日(木) 館岡地区・川除地区
24日(金) 出精地区・柴田地区

【場　所】しゃこちゃん温泉

【問い合わせ先】　
　つがる市社会福祉協議会木造支所（電話42-4660）

つがる市生活相談支援センター
　•生活に困っているけど、どこに相談したらいいの・・・
　•なかなか仕事がみつからない・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　■相談は無料
　•仕事を辞めて家賃が払えない、住む家がない・・・　　　　　　　　　　■秘密は厳守
　•生活保護の申請を考えている・・・
　生活やお仕事などで、悩んでいることはありませんか？
　つがる市生活相談支援センターでは、地域のみなさんが抱えている生活問題等を解決できるように支援していきます。
生活の不安や悩みごとがありましたら、お気軽にご相談ください。
問い合わせ先：つがる市生活相談支援センター（つがる市社会福祉協議会内）
　　　　　　　電話0173-42-5678（直通）・FAX0173-42-4686　開設日：月～金（祝日を除く）8:30～17:00




